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子どもたちのためのストレス対処リーフレットの配布について

概要

東日本大震災から１年，忘れかけていた震災の記憶が子どもたちの記憶によ

みがえり，再び恐怖とストレスが再燃することが懸念される。福島大学 子ども

の心のストレスアセスメントチーム（代表 筒井雄二）は，県内の全公立小学校

および全公立幼稚園の保護者を対象に，子どものストレスの見極めポイントと

対処のポイントをまとめたリーフレットを 3月中旬に配布する。

本文

震災から１年を迎えるこの時期，1年前の震災の記憶がよみがえり，再び恐怖とストレス

を感じる被災者が増加することが心配されています。このような現象をメモリアル反応と

いいます。しかし，子どもたちが恐怖や心理的ストレスに晒されたとしても，周囲の大人

がそれに気づくことは難しいと考えられます。なぜならば，１）子どもはストレスを言葉

で上手に表現できない，２）子どものどこにストレスが現れるのかを大人が知らない，か

らです。そこで，私たちは子どものストレスの見極めポイントと対処のポイントをリーフ

レットにまとめました。お子様をお持ちの保護者の方にこれを配布し，子どものストレス

の見極めポイントと対処法を知っていただこうというのが，今回の配布の狙いです。今回，

県内の全公立小学校（495 校，児童数 10,7051 名）および全公立幼稚園（175 園，園児 8911

名,いずれも 2011 5/1 現在のデータに基づく）の保護者宛に配布しました。

配布方法は，大学から市町村の教育委員会宛，当該の市町村に属する全小学校分と全幼

稚園分のリーフレットを，小学校，幼稚園ごとに個別梱包した状態で送付。それを教育委

員会から小学校，幼稚園に配布していただきました。

リーフレットは，2011 年 7 月，福島市と郡山市の小学校と幼稚園で約 2,000 枚を配布し

ましたが，今回の内容はそれとほぼ同様です。配布数を全県に拡大させたことが，今回の

ポイントです。

この事業は本学のうつくしまふくしま未来支援センターの活動の一つです。
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